
山形県遊佐町における伝統的行事文化における食文化ストーリー 

１．背景 
 遊佐町は山形県の庄内平野の最北端に位置し、鳥海山
を端緒とした伝統行事にまつわる食事が残っている。特
に正月文化や節句文化において伝統的な民俗文化の形態
を維持している地域であり、個々の行事における食べ物
それ自体だけではなく、料理を食べる際の所作などが残
っている。遊佐町は北前船によってさまざまな地域の食
文化が流入していた酒田市に接するものの、農民文化・
土着文化が強く根付いた形で行事文化・食文化が継承さ
れている。さらに現在でも鳥海山に対する信仰心が強
く、その鳥海山からもたらされるおいしい水およびその
水で作られたおいしい食材が多いため、外部からもたら
される食材よりも、すでにあるおいしい食材が維持さ
れ、現在でも昔ながらの形で作られる伝統的食文化が残
っている。 

２．鳥海山と寺社にまつわる食文化 

遊佐町は鳥海山信仰が今でも強く残っており、過去には出羽三山から修験者が鳥海山に修験に来ていた。
修験者の食生活は山菜や野草、ヤマノイモなどを食べ、ハレの日に米を食べていたというものであり、里で
暮らしていた住民と食べるものが大きく異なってはいなかった。そのため修験者と常民との食物交換があっ
たものと思われる。しかし、現代においては法事など寺社に関する行事に地域住民が積極的に参画するよう
な文化が縮小傾向にあり、それぞれの行事に適切な食事を準備する作法について、伝達されにくくなってい
る。また吹浦の大物忌神社における神事においても、外部の仕出し弁当に委託する簡略化された直会が行わ
れていた。 

３．鳥海山と海・川にまつわる食文化  

海と里山をつなぐ存在として、背負子を担いだ行商人の存在があり、行商人がおいしい魚介の調理の仕方
を里・平野部に居住する人に伝える役割を担っていた。近年の食品衛生上の理由や海洋・河川資源保護など
の理由から昔のままの食べ方ができなくなっているが、鮭とハタハタに関しては比較的昔ながらの食べ方を
残しつつ引き継がれている。また海では鳥海山の伏流水を使ったおいしい牡蠣や磯ものの育成がなされてお
り、鳥海山の存在は遊佐町の水産業に深くかかわっている。 

４．鳥海山と里・庄内平野にまつわる食文化 
里や庄内平野の集落においては、米どころであることからも比較的主食の米については手に入れやすく、

そのほか自家栽培による野菜等を収穫しながら自給自足の生活をしていた。特に米に関する郷土料理は日常
食の他、ハレの日といった行事の際にも用いられ、単に食事をとるだけではなく、子供から大人まで参加し
ながら家族で作る、食事とコミュニケーションを伴う食べ物であった。特に笹巻や赤飯などは家族で作るよ
うなその家らしさが残る多様性があるものであった。 

５．お盆にまつわる伝統的行事文化と食文化 

 お盆においては戻ってきたご先祖をもてなすための料理が主に作られ
ており、素麺やうちわ餅を供えて食べたり、郷土性があるだだちゃ豆が
供えられるといったものはあるものの、正月や大黒様と比較すると「ご
っつぉ」を家族で食べるような場ではない。ほかの行事と比較して、先
祖や親族と食事を介しながら思いを馳せたり、心を通わせたりするコミ
ュニケーションの場としての伝統行事になっている。 

６．大黒様にまつわる伝統的行事文化と食文化 
大黒様では庄内地域で広く食べられている黒豆ご飯やハタハタの田楽

が大黒様の日に食べなければならないものとして継承されている。この
大黒様はお盆とは異なり家々で行われる行事であるため、あくまで農閑
期にその年に収穫された作物への感謝と次年度の豊作を願うという、田
の神様とのコミュニケーションの場となっている。 

７．正月にまつわる伝統的行事文化と食文化 
正月はお盆や大黒様と比較しても、より重要性が高い行事となっ

ている。大晦日から元旦にかけて主に男性が神霊との交流を行い、1
年の感謝（食い納め）と様々な神霊へのあいさつを行う厳かな行事
（食い初め）になっている。そこでは雑煮餅や納豆汁をはじめ、1
年をかけて準備してきた様々な「ごっつぉ」が用意される。家族内
や人と神霊とのコミュニケーションの場だけではなく、「正月礼」と
して親族とコミュニケーションする、重要なコミュニケーションの
場となっている。 
 
 



８．遊佐町における食文化の価値づけ 

① すべての恵みが「鳥海山」そして鳥海山から生み出される「水」であるという意識を持ち、鳥海山を
含めた自然環境を保全しながら、豊かな食文化を維持してきた。今回調査したすべてのインタビュー
対象者の方から、鳥海山からもたらされる「水」がおいしく、それが日々の生活の中で息づいている
ことが語られた。質問紙調査においても鳥海山の恵みとして「水」が複数あげられている。その点に
対して誇りを持ち、遊佐町で生み出された魚介や農産物は他の地域とは違うという意識が強く持たれ
ている。 

② 鳥海山の恵みを生かした食事を契機として、神様やご先祖、親戚・ご近所、家族とのコミュニケーシ
ョンが生まれており、それが現在においても大事にされている。お盆や正月における場が特に象徴的
なものであるが、端午の節句における笹巻や祝い事や不幸があった際の赤飯など、様々な行祭事に食
事を介しながらコミュニケーションをとることが今でも遊佐町に住む人々に根付いている。 

③ 郷土料理は、三世代同居率が高い遊佐町において、親から子、子から孫へ、世代を通じて伝えられて
おり、同じ地域内でも家々で独自の味が継承されてきた。また昔は家族だけではなく、地域全体で郷
土料理が引き継がれていた。地域のみんなが行事の際に郷土料理を共食することで、郷土料理にまつ
わる作法や作り方、謂れがその人の「食の履歴書」として書き込まれていた。そのような料理を作っ
たり提供したりする際の振る舞いを含めた食文化が遊佐町の食文化の特徴である。 

９．伝統的行事文化における食文化の保存・継承 
「郷土に根差す食文化への関心を育てること」としての食育を進める手法及び指針としてサクセッサー（継
承者）ジャーニーを作成した。ここでは「食べてみる」「興味を持ってみる」「作ってみる」「誇ってみる」
「伝えてみる」「興してみる」という 6段階で、郷土料理が保存・継承されていく流れを具体化した。各段階
を実践しながら循環させることで、自然と郷土料理が次世代につながっていく自走・持続モデルとなる。 

 


